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RU28965は フランス,ル セル ・ユ クラフ社研 究所にて新 しく開発 された経 口マ クロライ ド系抗生

剤で ある。中等症以 内の14例 の呼吸器感染症 と1例 の尿路感染症の計15例 にて臨床 的検討 を行い,そ

の有用性 をみた。 臨床効果は著効2例,有 効11例,や や有効2例 であった。臨床的副作用 ・臨床検査

値 の変動は認め られなかった。

RU28965は フ ランス,ル セル ・ユ クラフ社研究所 で

創製 された新 しい経口マクロライ ド系抗生物質である。

本剤 はErythromycinAの ケ トンを2-メ トキシーエ トキ

シーメチルオキ シムで置換 した ものであ り,そ の化学構

造 をFig.1に 示 した。本剤の特徴 は胃酸抵抗性に優れ,

従来のマ クロライ ド系抗生物 質よ りも吸収 が良 く,半 減

期 が長い とされてい る1)。また抗菌スペ ク トラム,抗 菌

活性 はErythromycinと ほぼ等 しく,Legionella, Mycopl-

asma,Chlamydiaに 対 して も優れた抗 菌活性 を示す こと

が報告 されている2,3)。

1.対 象および投与方法

投与対象 とな った症例 は昭和60年11月 か ら昭和61年10

月 までに当科 を受診 した呼吸器感染症14例 と尿路感染症

1例 で,男 性6例,女 性9例,年 齢 は31～72歳 で あった。

投 与 方法 は経 口にて食前30分200mg・300mg・400mg

分2あ るい は300mg分3で,投 与期間は6～20日 間,総

投 与量は1.2～7.2gで あ った。

臨床効果 の判定は臨床症状お よび臨床検査所見の改善

を基準 とし,本 剤投与によ り速やかに改善 を認めた もの

を 「著効」,速 やかで はないが確実 に改善 を認め た もの

を 「有効」,やや改善 を認 めたもの を 「やや有効」,全 く

改善の見 られなか った ものを 「無効」 とした、 また。本

剤投与前後の起炎菌の消長を もとに して細菌学的効果 を

消失,減 少,不 変 とした。

副作用は 自他覚症状お よび血液 ・尿な らびに肝腎機能

検査 より判定 した。

II.成 績

症例 はTable1に 示す とお り呼吸器感染症14例,尿 路

感染症1例 の計15例 であ り,そ の内訳は急性扁桃炎2例,

急性気管支炎9例,マ イコプラズマ肺炎1例,慢 性気管

支炎1例,気 管支拡張症1例,急 性単純性膀胱炎1例 で

ある。

本剤 の上記感染症 に対す る臨床効果 は,急 性扁挑炎の

2例 にはいずれ も投 与後2日 目には解熱 し,5日 以内に

咽頭痛消失,扁 桃の腫大 も改善 され著効 を示 した。

急性気管支炎9例 に対 して は,症 例3・4・6・9・

10・11は いずれ も1週 問以上前 より感 冒症状があり,そ

の後次第 に咳嗽 ・喀痰の増悪 を訴え,細 菌性の二次感染

を疑 い本剤 を投与 した。 これ らの症例の うち症例3・

7・10は 投 与前の臨床検査値で 白血球増多を認めなかっ

たが,臨 床症状によ り細菌感染が充分 に疑われ,血 沈促

進 し,CRPが 陽性 で,し か も本 剤単独投与に より症状

の改善が得 られたこ とによ り効果判定対象に含めた。症

例5・8は 感染性 の気管支喘息であ り,症 例8は 有効で

あ ったが,症 例5は 自覚 症状 の改善が不充 分で,CRP

も持続陽性 にてやや有効 と した。

症例12は 右下肺の中等度のマ イコプラズマ肺炎である。

当初,MINO(d.i.)200mgに て治療 開始,3日 間(100mg

Fig. 1 Chemical structure of RU 28965
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×4)使 用 したが,本 剤の内服 による効果が期待で きると

考え本剤に変更 した。変更後に39℃ あ った体温が3日 目

(MNOを 含め5日 目)には平熱 とな り,肺 炎の陰影 も縮

小 して有効で あった。

症例13・14は 肺気腫 の慢性気管支炎 と気管支拡張症で

あるが,い ずれ も自他覚症状 および臨床検査値が改善 し,

有効であった。

症 例15は 急性単純性膀 胱炎である。起炎菌がS.epide-

rmidisで あったので本剤 を使用 してへたところ,尿 混濁

と臨床症状 は改善 された。

以上,本 剤 の臨床効果 はTable2に 示 す ように急性扁

桃 炎2例 有効,急 性気管支炎9例 中7例 有効,2例 やや

有効,マ イコプラズマ肺炎 ・慢性気管支炎 ・気管支拡張

症 ・急性膀胱 炎各1例 に有効で,15例 中有効以上 は13例

であった。

次 に,こ れ ら症例 より本剤の投与前に検出 された菌は

S. aureus, S. pyogenes, S. seravar C, S. pneumoniae, S.

epidennidis, H. haemolyticus, H. parahaetnolyticus, H. in-

fluenzae, P. aeruginosa の各1例 ずつ であったが, S. epi-

dermidis がS. agalactiae に菌交代した以外はすべて本剤

投与終了時には検出 されなかった。

臨床的な副作用 は全例に認めず,臨 床検査値の変動 も

見 られなかった(Table3)。

皿.考 察

新 しいマ クロライ ド系抗生剤であ るRU28965を 中等

症以内の各種呼吸器感染症 と1例 の膀胱 炎の計15例 に投

与 し,そ の有用性 を検討 した。

本剤 はエ リスロマイシ ン(EM)と ほぼ 同様の抗菌力 を

示 し,し か もEMの5～6倍 の易吸収性4}か ら1日200mg

分2の 低用量の症例 を4例 含めた。 尚,300mg分2は

4例,300mg分3は3例,400mg分2は4例 であった。

200mg投 与例 の4例 は急性 扁桃 炎の著効1例 と急性気

管支炎の3例 であ り,こ れらはいずれ も有効以上であり,

症 例に よっては200瓜9で も充分 な効 果が期待で きると

推測 された。

本剤 の尿中排 泄は100mg内 服後 に4～8時 間で30～50

μg/mlの 濃 度 が 得 られ て お り4), S. epidermidis の急性膀

胱炎1例 に使用 してみ たが,臨 床症状は一応改善された。

臨床効果は15例 中13例 有効で,有 効以上の有効率86.7

%で あ った。これらの有効例中には3例 の慢性下気道感

染 症 も含 んでい る。他方,ジ ョサマ イシン(JM)の 中等

症以下の呼吸器感染症 に対する有効率については,50.0

%(6/12)51,66.7%(4/6)6,と 報告 されてお り,特 に慢性

気 管支炎 に関 して,JMの 臨床効果 は1600mg/dayの 投

与 量にて1例 中有効1例 とい う報告がある5)。臨床効果

におけるJMと の比較において,今 回我 々の症例数は15

例 と治験例が少な く評価が難 しいが。15例 中13例有効と

有 効率 は86.7%で あ り,JMの それに劣 らないと考えら

れる。

細菌学的効果はグラム陽性菌のS. aureus, S. pyogenes,

S. serovar C, S. pneumoniae のいず れ も除菌されており,

in vitro の成績 を良 く反映 した結果 であった。 また,1

日投 与 量 は300絹 隣gで あ った が, H. influenza., H. patain-

fluenzae が除菌 されたことは満足で きる結果であ り,新

しいマ クロライ ド系薬剤 と しての特性 を生かし,今 後,

慢性気道感染症 に更 に効果が期待 できるのではないかと

思 われた。他方. P. aefuginosa が検出 されなかったのは

おそら く喀痰量の減少 によるもので,臨 床効果からも本

菌 が起炎菌 とは考 え難 い。

副作用 は当初懸念 された消化器症状,ま た臨床検査値

での肝機能異常な ど,今 回の我々の症例には認められな

Table 2 Clinical effect of RU 28965
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かった。

以上の結果 より,本 剤 は有用性 のある新 しいマ クロラ

イ ド系薬剤であることが示唆 された。
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CLINICAL STUDY ON RU 28965
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MITSUHIRO YOKOZAWA
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We studied the clinical efficacy of RU 28965, a new oral macrolide antibiotic, in 15 cases consisting of 14 cases of re-

spiratory and 1 of urinary tract infection.

Clinical efficacy was evaluated as excellent in 2 cases, good in 11, and fair in 2.

No side- effects or abnormal laboratory findings were observed.


